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第三者評価結果報告書 

総 括 

対象事業所名 アスクくげぬま北保育園 

経営主体(法人等) 株式会社 日本保育サービス 

対象サービス 児童分野 保育所 

事業所住所等 〒251-0025 藤沢市鵠沼石上3丁目1番3号 

設立年月日  平成30年4月1日 

評価実施期間 令和元年7月 ～令和元年11月 

公表年月 令和 2年 4月 

評価機関名  ナルク神奈川福祉サービス第三者評価事業部  

評価項目 横浜市版  

総合評価（事業所の特色や努力、工夫していること、事業者が課題と考えていること等） 

【立地および施設の概要】 

  アスクくげぬま北保育園は、平成30年に開園された2年目の保育園です。定員は0歳児から5歳児まで

90名で、現在76名の園児が通園しています。園は江ノ島電鉄線石上駅から1分のところにあり、住宅に

囲まれた静かな環境にあります。藤沢市の中心は隣の藤沢駅周辺にあり、子どもたちは電車で藤沢市立図

書館に出かけ絵本の閲覧をするなど社会と触れる機会を設けています。 

 

【園の特徴】 

  園の目標を「よくわらい よくあそび こころと からだの げんきなこ」として、子どもの気持ちを大切

に育てることを目標としています。また、子どもの「生きる力」「伸びる力」を育むことを目的に、それ

ぞれの年齢・発達に合わせたクッキング、リトミック、体操、英語など多様なプログラムを実施していま

す。 

 

【特に優れていると思われる点】 

１．子どもの気持ちを大切にする保育 

職員は、運動会のダンスの練習の際に、「この歌の“一寸たりとも見逃すな”はどうやって表せばいい？」

と子どもに問いかけ、子どもからの「✕が良いよ」の答えに「じゃあこれでいこう」とするなど、子ども

たちが自分で考え、活動に主体的に関わっていけるようにしています。また、職員は子どもたちの遊びの

中に積極的に入り、小さな変化に気づいたり、子どもの言葉をたくさん拾えるように努め、子ども相互の

関係づくりや互いに尊重する気持ちを大切にしていけるよう援助しています。 

 

２．保護者と共にこどもの安全を守るための取り組み 

   設置法人から毎月、園に配信される「あんぜん・あんしんトピックス」を園だよりの一面トップに掲載

し、家庭でも起こりうる事故事例と予防対策を、保護者に情報提供するとともに、注意喚起をし、質問も

受け付けています。4月は「乳幼児突然死症候群（SIDS）」、6月は「磁石の誤嚥事故事例」、7月は「熱

中症について」など、子どもにとってリスクの高い具体的な事例が挙げられています。保護者からは「熱

中症について非常に参考になった」や「SIDSについてもっと知りたくて欄外に記載されていた参考文献

（厚生労働省ＨＰ）を読んで勉強した」などの声が寄せられています。 

 

【特に改善や工夫などを期待したい点】 

１．地域子育て支援サービスの取り組みの強化 

開園して2年目の保育園であり、地域での子育て支援はなかなか難しい状況ですが、地域の保護者や子
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どもたちに向けての積極的な園庭開放、定期的な育児相談、育児講座の開催などを通じて、園の専門性を

生かした子育て支援サービスを地域に提供していくことが求められます。 

 

２．散歩など自然に触れる園外活動の見直し 

   滋賀県大津市での保育園児の散歩途中での死傷事故以来、散歩道の安全確認を行う理由で散歩の回数が

減っています。園庭があり外気に触れての活動はできていますが、子どもにとって園外の自然や地域と触

れ合う機会は大切です。「お散歩マップ」に散歩道の危険度を表示するなどしていますが、外出するにあ

たっての安全確認をさらに徹底し、園外活動の機会を増やすことが期待されます。 

 

評価領域ごとの特記事項 

1.人権の尊重 

 

  

・設置法人の基本方針に沿って指導計画を作成し、無理強いをしない、子どもに選

択させ子どもの自主性を促す、自然とのふれあいを大切にするなど、子どものあ

と伸びをする力や五感を育てる保育を目指しています。 

 

・職員は子どもに対して威圧的な言葉遣いや無視をしないようにお互いに注意して

います。昼会議の中でも、日ごろの子どもの呼び方について振り返り、呼び捨て

にしない、あだ名で呼ばないなどを確認しています。 

 

・子どもが友達に知られたくないことを話すときや、泣いていることを見られたく

ないときに隠れられる「テント」があります。1歳児には「バス」の形をした隠

れ場所もあります。子どもと一対一で話しあえる場所としては廊下や階段の踊り

場を、プライバシーを守れる場所としては、相談室や事務室を利用しています。 

 

・職員の入社時に個人情報保護や守秘義務について説明を行っています。昼会議で

も個人情報の取り扱いについて話し合っています。ホームページへの写真掲載に

ついては、保護者から承諾書を提出してもらっています。 

 

・職員会議や昼会議で「男の子の遊び」「女の子の色、服装」など、無意識に性差

による固定観念を持たないよう確認しています。 

 

2.意向の尊重と自

立生活への支援に

向けたサービス提

供 

・指導計画は年齢ごとに、年間指導計画、月間指導計画、週案を作成しています。

計画の評価・見直しは、年間指導計画は6月、9月、12月、3月の年4回、月間

指導計画は毎月末、週案は毎週末に行っています。評価・反省は、保育が指導計

画のねらい通りに行われたかを振り返り、見直しをして次に繋げています。 

 

・0歳児については、職員と子どもが笑顔で関わり、子どもが安心できるように保

育室の環境を整えています。言葉で伝えられない子どもへの関わり方は、身近な

人と気持ちが通じ合うことを留意し、喃語には丁寧に応対し、発声に応え一対一

で向き合うようにしています。 

 

・1、2歳児については、様々な遊びができるよう広いスペースを確保できるよう

にしています。つかまり立ちや伝い歩きできるように、丁度良い高さの牛乳パッ

クで作った仕切りに掴まって十分動けるようにしています。 

 

・3歳児では、椅子取りゲーム、鬼ごっこ、しっぽ取りなど、全身を使った遊びや 

 ルールのある遊びを取り入れています。ルールのある遊びで、約束を守ること、 

 規則の中での友だち同士の関わり合いなどを学んでいます。 
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・4歳児では、ルールを理解できるようになり、友達との遊びでルールを守って遊

んだ方が遊びの中に勝ち負けなどメリハリが出て楽しいことを学んでいます。 

 

・5 歳児は自分で何をし、何ができるかを友達同士で一緒に考え、遊びの展開の順

序を決めたり、ダンスの振り付けを考えたりしています。子どもの活動の中で、

自分の得意なこと、友達の得意なことを見つけられるようなってきます。 

 

・園庭では季節に合わせて、トウモロコシ、サツマイモなどの野菜やお花などを植

えています。育てた野菜はクッキング保育で調理して食べています。 

 

・子ども同士のけんかについて、0、1歳児の噛みつきやひっかきは、事故のない

よう、職員がすぐにお互いを離したり止めるようにしています。2～5歳児間の

トラブルは危険が無いように見守り、必要に応じて子どもの気持ちを代弁するよ

うにしています。 

 

・子どもが食事を完食できたという喜びを味わえるように、状況に応じて1口だけ

食べる、半分だけ食べたら終わりにする、初めから別の皿に食べられないものを

取り分けるなどをしています。 

 

・午睡では、眠れない子どもには無理強いせず、布団の上で静かに過ごすようにし

ています。午睡中、0歳児は5分、1、2歳児は10分、3歳児は15分間隔で呼気

の確認をしています。また、乳幼児突然死症候群（SIDS）防止のため、うつ伏

せ寝をしないようにしています。 

 

・排泄では、排泄表を活用し、子どものタイミングに合うようにトイレに誘ってい

ます。おもらしをした子どもには、ほかの子どもに気づかれないように、そっと

着替えをさせるなどの対応をしています。 

 

・0歳児のトイレには沐浴設備があります。温水シャワーは2階の幼児用トイレに

あります。沐浴・温水シャワーは使用の都度、清掃し、沐浴設備は次亜塩素酸ナ

トリウムで消毒しています。 

 

・長時間、園で過ごす子どもには、くつろげるようにマットを敷いたり、少人数で

楽しめるようなおもちゃを用意したり、おもちゃの置き場を変更してコーナー遊

びを充実するなどの工夫をしています。 

 

・保護者に対して、行事後のアンケートで意見を集めています。年に2回の保護者

懇談会では園としてのねらいのほか、年齢に応じた取り組み方を説明していま

す。また、園全体の様子や各クラスの様子を伝えています。 

 

3.サービスマネジ

メントシステムの

確立 

・入園前説明会で「ならし保育」の重要性を説明し、ならし保育を、原則2週間か

けて行っています。0～2歳児は「保育連絡ノート」を通して、園での過ごし方

や睡眠・排泄・食事・遊びなどの状況を保護者に伝えています。 

 

・児童票に家庭状況調査票、健康状況、成長記録などをファイルしています。入園

後の子どもの成長記録は児童票にファイルされ、0～2歳児は毎月、3歳児以上

は3か月ごとに追記をしています。 

 

・虐待対応マニュアルがあり、折にふれて話しあっています。職員が虐待に気が付
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いた場合は、園長に報告し、藤沢市子ども家庭課に通報し、助言を得ます。登園

時の子どもや保護者の様子や着替え時に、子どもの身体の観察をして虐待の予防

をしています。 

 

・アレルギーの対応マニュアルがあり、職員間で最新情報の共有をしています。ア

レルギー児の保護者とは栄養士が半年に１度面接をし、除去食についても毎月打

合せをしています。 

 

・苦情受付担当者は主任、苦情解決担当者は園長であり、重要事項説明書に記載し、

保護者に説明しています。第三者委員を2名立て、保護者からの苦情を受け付け

ることのできる体制をとっています。 

 

・健康管理については、年に2回健康診断と歯科健診を行い、気になることがあれ

ば嘱託医に相談できる体制になっています。 

 

・感染症と食中毒についてはマニュアルがあり、保護者には入園前に説明していま

す。感染症が発生した場合は、保護者に連絡しお迎えが来るまでは、他の子ども

に感染しないように子どもは事務所で静かにしています。 

 

4.地域との交流・連

携 

・開園して2年目の保育園であり、地域での子育て支援はなかなか難しい状況です

が、地域の保護者や子どもたちに向けての積極的な園庭開放、定期的な育児相談、

育児講座の開催などを通じて、園の専門性を生かした子育て支援サービスを地域

に提供していくことが求められます。 

 

・園の情報はホームページに公開し、藤沢市の「保育ガイド」に掲載しています。

問い合わせには園長が説明し対応しています。利用希望者には随時見学が可能で

あることを案内しています。 

  

・地域の保護者や子どもたちを園の七夕まつりに招待しています。子どもたちは、

散歩時に元気に地域の人と挨拶を交わしています。 

 

・「ボランティア受入れガイドライン」があり、今年度は、夏休みのボランティア

体験として中学生3名と高校生1名を受け入れています。 

 

5.運営上の透明性

の確保と継続性 

・設置法人の就業規則に、倫理規定、服務規程を明記し、職員が不正・不適切な行

為を行わないよう入社時研修で職員に周知しています。また、コンプライアンス

委員会を設置し、不正があった場合に直接通報できる内部通報制度の仕組みを職

員に周知しています。 

 

・職員の行動規範である「クレド」を全職員に配布しています。職員は常に「クレ

ド」を身に着け自分の行動の振り返りができるようにしています。 

 

・中長期計画を作成し、5年長期計画目標を、子どもと保護者へのサービス提供の

充実、地域に根付いた保育園経営、保育内容の充実・質の向上としています。 

 

・園長は、設置法人園長会や藤沢市主催の株式会社園長会から最近の状況の情報を

得ています。藤沢市園長会で警察署から散歩ルートの見直しが提案され、園に持

ち帰り職員会議で課題として取り上げました。 
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6.職員の資質向上

の促進 

・設置法人にて「保育士人材育成ビジョン」が制定され、個々の職員に期待される

役割を果たすため、人材育成計画が職員の階層別に定められています。職員一人

一人の保育技術及び習熟度に合わせた年間研修計画があり。経験年数に応じた研

修を受講しています。 

 

・設置法人本部では、毎期末に職員にアンケートを取り、職員のニーズを把握して、

階層別研修、自由選択研修の参考としています。研修には、常勤職員・非常勤職

員とも必要な職員は必ず受講できるようにしています。 

 

・内部研修では、年間のリーダーを決め、少人数グループに分けて週1回集まって

います。合同保育での遊び方、子どもへの声かけ、食事援助などについて話しあ

っています。 

 

・園長は個人面談で、職員の意向や意見を聞きとり、職員の考えを把握しています。 

また、設置法人では年度末に全職員に対し意向調査を行っています。 

 

・「実習生受入れガイドライン」があり、受け入れの体制はできていますが、実習

生受け入れの実績はありません。 
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横浜市福祉サービス第三者評価 

 評価機関による評価 
令和元年 10 月 15 日 

事業所名 アスクくげぬま北保育園 
 

３つ：高い水準にある、２つ：一定の水準にある、１つ：改善すべき点がある 
 
評価領域Ⅰ 子ども本人の尊重 
 

評価分類 評価の理由（コメント） 
Ⅰ－１  
保育方針の共通理

解と全体的な計画

等の作成 

 
 

・職員は入社時に理念、保育方針について研修を受けており、中途採用やアルバ

イト職員には園長がオリエンテーションを行っています。園長は昼会議で職員

の行動が理念や保育方針に沿わないことがないかを注意喚起しています。基本

方針に沿って指導計画を作成し、無理強いをしない、子どもに選択させ子ども

の自主性を促す、自然との触れ合いを大切にするなど、子どものあと伸びする

力や五感を育てる保育を目指しています。 

・全体的な計画は、理念と保育方針に従って作成され、子どもの自主性の尊重、

思考力・判断力・表現力などの基礎の養成などを目標として、子育て支援、地

域交流、社会的責任、災害への備えなどの項目を掲げ、保育方針に沿って作成

しています。 

・指導計画は、全体的な計画に沿って、年齢ごとに年間指導計画、月間指導計画、

週案を作成しています。理解できる子どもには、子どもの意見や意思を尊重し、

ゲームや散歩の行き先など選択が求められる場面では、子どもと話し合い、子

どもの自主性を尊重しています。自ら言い表せない子どもには表情や仕草、動

きなどで子どもの意思を汲み取っています。絵本を使ったり、ボードに描いて

同意を得ることもしています。言語化できる子どもとは会話を通して思いを丁

寧に聞き取るようにしています。 

Ⅰ－２  
子どもの発達や状

況に応じた適切な

援助の実施 

 
 

・入園前説明会でならし保育の重要性について、保護者に説明をしています。な

らし保育の期間は原則として 2週間とし、初日は同伴で 1時間程度、3日目に

保護者と一緒に昼食を摂り、その後徐々に時間を増やして、子ども単独保育に

移行していきます。保護者の就業の都合によっては個人対応をしています。0

～2歳児は「保育連絡ノート」を通して、園での過ごし方や睡眠・排泄・食事・

遊びなどの状況を保護者に伝えています。 

・指導計画は年齢ごとに、年間指導計画、月間指導計画、週案を作成しています。

計画の評価・見直しは、年間指導計画は 6月、9月、12月、3月の年 4回、月

間指導計画は毎月末、週案は毎週末に行っています。評価・反省は、保育が指

導計画のねらい通りに行われたかを振り返り、見直しをして次に繋げていま

す。指導計画の評価・見直しは、離乳食、トイレットトレーニング、アレルギ

ー、戸外活動、午睡時間などについて保護者意見を取り入れています。保護者

意見は日々の送迎時の話し合いや個人面談時に聞いています。 

・0歳児一人一人の発達状態に応じて、個別指導計画を作成し、職員が子どもと

笑顔で関わる大切さや安心できる保育室の環境の設定などを行っています。言

葉で伝えられない子どもへの関わり方は、身近な人と気持ちが通じ合うことを

留意し、喃語には丁寧に応対し、発声に応え一対一で向き合うようにしていま

す。子どもが十分に身体を動かし過ごせるスペースの確保を行うとともに、玩

具でのケガを防ぐため玩具に布を巻いたり、定期的な玩具の消毒、チェック表

に基づく保育室の清掃など、安全面、衛生面での配慮を行っています。 

・1，2 歳児が様々な遊びができるよう広いスペースを確保できるようにしてい

ます。つかまり立ちや伝い歩きできるように、丁度良い高さの牛乳パックで作

った仕切りに掴まって十分動けるようにしています。園庭ではコンビカーや缶
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ポックリ、縄跳び、滑り台などで子どもたちが身体を動かして自由に遊んでい

ます。毎週火曜日は体操教室があります。子どもたちが自由に好きなことがで

きるよう、クラス内では玩具や絵本を子どもの手の届くところに置いていま

す。園庭では活動前に危険物の確認を行い安全な環境を整えて、子どもたちが

安心して遊べる環境を整えています。散歩に出るときは、途中の交通安全、目

的地の公園周辺の危険物確認を徹底して、安全確保に努めています。 

・3歳児保育では、椅子取りゲーム、鬼ごっこ、しっぽ取りなど全身を使った遊

びやルールのある遊びを取り入れています。ルールのある遊びでは、約束を守

ること、規則の中での友達同士の関わり合いなどを学んでいます。 

・4歳児はルールを理解できるようになり、友達との遊びでルールを守って遊ん

だ方が遊びの中に勝ち負けなどメリハリが出て楽しいことを学んでいます。 

・5歳児は自分で何をし、何ができるかを友達同士で一緒に考え、遊びの展開の

順序を決めたり、ダンスの振り付けを考えたりしています。子どもの活動の中

で、自分の得意なこと、友達の得意なことを見つけられるようなってきます。 

・全体的な計画に、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を明文化し、各年齢に

応じた指導計画を作成し、子どもたちが自分で考え実行できるよう支援してい

ます。 

Ⅰ－３  
快適な施設環境の

確保 

 
 

・清掃マニュアルと掃除チェック表があり、事務室、相談室、トイレ、廊下など

の共有部分の清掃を行っています。保育室は個別に毎日清掃チェックをしてい

ます。保育室は、活動と活動の間に換気をして空気の入れ替えをしています。

室内温度は 27℃、湿度は 50％を目途としています。冬場の乾燥期には加湿器

や濡れタオルで湿度の調整をしています。 

・0歳児室のトイレに沐浴設備があります。汗をかいたときや、下痢でお尻が汚

れたときなどに使用しています。温水シャワーは 2階の幼児用トイレにありま

す。沐浴・温水シャワーは使用した都度清掃をし、沐浴設備は清掃後次亜塩素

酸ナトリウムで消毒しています。 

・0～2 歳児室は活動に応じてクラス内をパーテーションで区切り、マットでコ

ーナーを作ったりして、子どもが落ち着いて遊べる環境を作っています。0～2

歳児クラスはパーテーションで仕切って、食事の場と午睡の場を別に確保して

います。3～5 歳児は、5 歳児の人数が少ないので 5 歳児室で一緒に食事を摂

り、3～４歳児室を午睡の場としています。 

Ⅰ－４  
一人一人の子ども

に個別に対応する

努力 

 
 

・0～2 歳児は個別に月間指導計画を作成し、一人一人の発達に応じた計画が作

成されています。3～5 歳児でも特別な配慮を要する子どもには個別に指導計

画を作成することになっていますが、現在は対象者がいないため非該当となり

ます。 

・子どもの活動状況や離乳食、トイレットトレーニングなどにつぃては、連絡ノ

ートや送迎時の会話、懇談会などで保護者の要望を聞き、指導計画に反映して

います。 

・児童票に家庭状況調査票、健康状況、成長記録など個人記録がファイルされて

います。家庭状況調査票は毎年度末に各家庭に配布し、家庭での 1年間の状況

や要望などの記入を依頼しています。入園後の子どもの成長記録は児童票にフ

ァイルされ、0～2歳児は毎月、3歳児以上は 3か月ごとに追記をしています。

児童票は事務室の鍵のかかる書棚に保管され、職員はいつでも取り出して見る

ことができます。 

・個別指導計画の評価・反省は毎月末に行い、見直しをしています。子どもに特

段の変化がなく月末のみの見直しとなっています。 

＜コメント・提言＞ 

・子どもの状況は日々変化しています。子どもの変化に対応できるよう、計画の

柔軟な見直しが望まれます。 

Ⅰ－５  
保育上、特に配慮

を要する子どもへ

・特別に配慮を要する子どもについても分け隔てなく受け入れる方針です。 

・職員会議で個々の子どもの様子を発表し、気になる子について取り組み状況を

職員間で共有しています。職員会議録に記録しています。 
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の取り組み 

 
 

・職員は階層別研修の「乳幼児の発達と保育」、キャリアアップ研修の「障害児

保育」に参加し、職員会議で報告し職員間で最新情報の共有をしています。 

・虐待対応マニュアルがあり、職員は階層別研修で学んでいます。昼会議で園長

から子どもの名を呼び捨てにしないなど、折に触れて虐待について話をしてい

ます。職員が虐待に気が付いた場合は園長に報告し、園長は藤沢市子ども家庭

課に通報し助言を得ることができる体制があります。職員は登園時の子どもや

保護者の様子や着替え時に子どもの身体の観察をして虐待の予知をしていま

す。疑わしい場合は園長に報告し、園長は法人本部や藤沢市子ども家庭課と連

携を取り、今後の方針を相談しています。 

・アレルギー対応マニュアルがあり、アレルギー児への配膳の仕方を内部研修で

行っています。藤沢市主催の研修に出席した職員が職員会議で報告し、職員間

で最新情報の共有をしています。アレルギーを持つ子の保護者とは栄養士が半

年に 1度面接をしています。毎月の献立表を見ながら保護者と除去食について

打ち合わせをしています。 

・現在は該当者がおりませんが、保護者が外国籍の子どもを受け入れる場合は、

子どもに絵を描いた行動カードを示して、食事、トイレ、遊びなどを知らせる

ことができる体制があります。 

Ⅰ－６  
苦情解決体制 

 
 

・苦情受付担当者は主任、苦情解決担当者は園長であり、重要事項説明書に記載

し、保護者に説明しています。第三者委員を 2名立て、保護者からの苦情を受

け付けることのできる体制をとっています。苦情受付体制は園の玄関に掲示し

ています。玄関に意見箱を設置し、行事アンケートに、日頃の園運営について

意見を記入できる欄を設けています。 

・権利擁護機関など他機関の苦情解決窓口の紹介ができていません。 

・苦情対応マニュアルが整備され、苦情受付体制が明文化されています。園単独

で解決困難な場合は、設置法人本部に相談し助言をもらっています。ケースに

よっては設置法人本部から顧問弁護士に相談する場合があります。保護者から

の意見は、些細なことでも職員会議に園長から報告し職員に周知しています。

職員が保護者から要望を受け、解決できない場合は園長に報告し、園長が対応

する場合があります。 

＜コメント・提言＞ 

・かながわ福祉サービス運営適正化委員会などの権利擁護機関を紹介し、複数の

苦情解決方法があることを保護者に周知することが望まれます。 

 

評価領域Ⅱ 保育の実施内容 
 

評価分類 評価の理由（コメント） 
Ⅱ－１  
保育内容[遊び] 

 
 

・職員は子どもの年齢や発達状況に合ったおもちゃを用意して、季節や成長に合

わせて入れ替えを行っています。0、1歳児クラスでは、部屋の中でトンネルを

作ったり、マットで山を作り上り下りをしたり、階段の上り下りなどをして遊

んでいます。3～5歳児クラスでは絵の具・クレヨン・墨、サインペン・色鉛筆

など様々な用具を自分で取り出して遊べるようになっています。子どもたち

は、自由に折り紙や空き箱など様々な素材を使って楽しんでいます。 

・設置法人の専任講師によるリトミック、体操、英語などを行っており、年齢に

応じた歌やリズム遊びを楽しんでいます。また朝夕の自由あそびの時間では、

幼児クラスの子どもたちは、数か所のテーブルに 4～5 種類のおもちゃを配置

して、それぞれのコーナーを作って、自分たちの遊びたいコーナーで遊んでい

ます。塗り絵をしたり、ひらがなを書いたり、自由に絵を描いたりしている子

どももいます。 

・園庭があり外気に触れての活動は出来ていますが、滋賀県大津市での保育園児

の散歩途中での死傷事故以来、散歩道の安全確認を行う理由で、今年度は散歩

の回数が大幅に減っています。 

・園では、おにごっこなど、ルールのある遊びを取り入れ、年齢や発達に応じて
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分かりやすいルールを伝え、ルールを守って集団で遊ぶ楽しさを伝えていま

す。散歩では交通ルールを守ったり、小さい子どもは内側にするなどのルール

が身につくように職員は子どもたちに話しています。 

・園庭では、季節に合わせてトウモロコシ、サツマイモ、キュウリ、おくら、ピ

ーマンなどの野菜や朝顔、ひまわりなどの花を植えています。ジャガイモのと

きは、「ジャガイモのお花が枯れたらお芋ができるように」と育てる意識を持

つために、写真付きで説明しています。さらに育てた野菜をクッキング保育で

調理して食べています。 

・子ども同士のケンカについて、0、1歳児の噛みつきやひっかきは、職員がすぐ

にお互いを離したり、止めたりしています。また、子どもの様子を察知し未然

に防ぐようにしています。2～5歳児間のトラブルは危険がないように見守り、

必要に応じて、子どもの気持ちを代弁しています。お互いに相手の気持ちを理

解し、子ども同士で解決できるように援助しています。 

・職員は子どもの発達に合わせた言葉がけをすること、子どもの気持ちに寄り添

うことを、常に意識して子どもたちに接するようにしています。また、職員間

の言葉遣いや子どもに対する言葉がけについて、どのようにしたらよいかなど

を、昼会議などで話しあっています。 

＜工夫している事項＞ 

・箸の練習のために、ままごとに小さいトングを用意し、子どもたちが興味を持

って楽しみながら、握力やつまむ力がつくように工夫しています。 

＜コメント・提言＞ 

・滋賀県大津市での保育園児の散歩途中での死傷事故以来、散歩道の安全確認を

行う理由で散歩の回数が減っています。「お散歩マップ」に散歩道の危険度を

表示するなどしていますが、さらに外出するにあたっての安全確認を徹底し、

園外活動の機会を増やすことが期待されます。 

Ⅱ－１  
保育内容[生活] 

 
 

・職員は、子どもの状況に応じて 1口だけ食べる、半分だけ食べたら終わりにす

る、初めから別の皿に食べられないものを取り分けるなどをして、子どもが完

食できたという喜びを味わえるようにしています。子どもが苦手な食材を少し

でも食べたときは、皆の前で職員がほめて食べる習慣を育んでいます。 

・0歳児クラスでは、給食時に食べ物の絵本を見せて、おいしい食事の雰囲気作

りをしています。3～5歳児クラスは、当番が配膳をしたり、自分で食器の片づ

けをしたり、子どもたちでできることを増やしています。 

・毎日、各クラスの職員は残食を記録し、その情報を設置法人本部で集め、献立

作成の参考にしています。さらに、栄養士は子どもたちの食事の様子を直接見

に来て、飲み込み方や噛み方を目で確認しています。 

・毎月、園長、主任、栄養士、担任が出席する給食会議を行い、当月の食事につ

いて好まれたメニューは何か、残食の多かったメニューは何かなどのデータを

基に意見交換をしています。 

・献立表は前月末に保護者に配布しています。「離乳食の献立表」も作成してい

ます。離乳食の献立は「ごっくん期」「もぐもぐ期」「カミカミ期」の各段階で

メニューを分けています。給食だよりを毎月発行し、旬の食材や栄養価の情報

なども載せています。食事の見本は毎日玄関先に置き、保護者が見られるよう

にしています。試食会を年度当初に開き、園の給食の量や味、刻み具合などを

知ってもらっています。 

・午睡では、眠れない子どもには無理強いせず、布団の上で静かに過ごすように

しています。部屋の温度や風の通りに気を配り、快適に過ごせるようにしてい

ます。オルゴールの音量や室温に気をつけ、静かな環境づくりをしています。

午睡の初めには、保育士が絵本を読んで聞かせています。 

・午睡中、0歳児は 5分、1、2歳児は 10分、3歳児は 15分間隔で、タイマーを

設定し、胸に手を当てて呼気の確認をしています。乳幼児突然死症候群（SIDS）

防止のため、常にうつぶせ寝をしないようにしています。年長児は就学を見据

え、10月頃から午睡をとらず、机上遊びなどを行い、静かに過ごすようにして
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います。 

・排泄では、個々の子どもの様子を見ながら、排泄表を活用し、子どものタイミ

ングに合うようにトイレに誘っています。トイレットトレーニングは、家庭で

の過ごし方などを聞き、園でも個々の子どもの様子を見ながら、無理の無いよ

う行っています。0～2 歳児は保育連絡ノートで排泄状況を保護者に伝えてい

ます。おもらしをした子どもを叱ったり、心を傷つける対応をしてはならない

ことを職員は認識しています。おもらしをした子どもには、ほかの子どもに気

づかれないよう、そっと着替えをさせるなどの対応をしています。 

・長時間園で過ごす子どもには、子どもがくつろげるようにマットを敷いたり、

少人数で楽しめるようなおもちゃを用意したり、おもちゃの置き場を変更して

コーナー選びを充実するなどの工夫をしています。コーナー遊びは、冬はじゅ

うたん、夏はござなどで、くつろげるスペースを提供しています。 

Ⅱ－２  
健康管理・衛生管

理・安全管理 
[健康管理] 

 
 

・園の「保育園業務マニュアル」の中に健康管理に関する規定があります。保育

業務の基本に登園時の対応、検温・発熱時の対応など、身体測定、健診などの

規定があります。マニュアルは事務所内に置いてあり、全職員が自由に見られ

るようになっています。 

・子どもの登園時には、園長と主任が出迎え、家庭での子どもの様子を保護者か

ら聞いて健康状態を確認しています。お迎えの際には、園での様子を、0～2歳

児には連絡ノートと口頭で、3歳児以上は口頭で保護者に伝えています。スマ

ートフォンやパソコンで見られる「ハグノート」はクラスごとに 3日に 1回、

担当が入力掲載し、園での様子を伝えています。写真を添付することもありま

す。 

・年に 2 回、健康診断と歯科健診を行い、その結果はクラスごとに用意している

「個人健康管理表」に記録しています。その結果は所定用紙で保護者に報告し

ています。健診結果について気になることがあれば、嘱託医に相談できる体制

になっています。 

・設置法人本部作成の「感染症・食中毒対応マニュアル」があります。保護者に

は入園前説明会で説明しています。感染症が発生した時は、マニュアルに従い、

保護者へ連絡し、お迎えがくるまでは他の子どもに感染しないように、子ども

は事務所で静かにしています。感染症発生状況は、看護師が玄関にクラスごと

に感染者数を○○名と表示しています。 

Ⅱ－２  
健康管理・衛生管

理・安全管理 
[衛生管理] 

 
 

・設置法人が作成した「衛生マニュアル」があり、年 1回、職員や看護師がそれ

ぞれの立場で見直しを行い、職員会議で検討しています。園として検討した内

容は、園長会議に持ち寄られ、設置法人で毎年定期的に見直しを行っています。

マニュアルが改定された場合は、職員会議で全職員が読み合わせを行い共有し

ています。職員は、毎日マニュアルにしたがって、掃除を行い、そうじチェッ

ク表で確認しています。エアコン掃除や害虫駆除は定期的に業者によって行っ

ています。 

Ⅱ－２  
健康管理・衛生管

理・安全管理 
[安全管理] 

 
 

・設置法人本部が作成した「事故防止対応マニュアル」があり、「危機管理意識、

予知、未然防止への対応」「事故防止について」「防犯対策」「防災対策」など、

項目ごとに記載され、職員会議などで年 1回全職員に周知しています。地震な

どに備えて、棚には滑り止め、白熱灯には飛散防止などの対策を行っています。

全園児の緊急連絡先が記載されているファイルを用意し、各種病院、児童相談

所・福祉保健センター・福祉事務所、小学校、近隣の保育園、警察、消防など

の連絡先を記載した一覧表を作成しています。 

・避難訓練、心肺蘇生法（CPR）訓練、防犯訓練を月 1 回行っており、広域避難

場所へ行く訓練を実施しています。4名の職員が救急救命法を身につけており、

AEDも操作訓練を行っています。 

・子どもの睡眠中は睡眠チェックのほか、バスタオルの敷き方の徹底、照明やカ

ーテンの調整で子どもの顔色が見える明るさを保つなど、安全対策を講じてい

ます。プール活動は、監視専門の職員を配置し、監視中は子どもたちの監視に

集中するため、監視役の職員へは話しかけたりはしないルールで行っていま
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す。水遊び活動は、子どもの顔が入る形状のものに水を貯める場合は、プール

活動と同様に監視しています。食事中は、子どもの表情を確認しながら、顔を

見て食べさせることなど、誤嚥などによる窒息に注意を払っています。 

・子どもにケガがあった場合は、まず保護者に一報し早めのお迎えをお願いし、

場合によっては、園が病院に連れて行きます。降園時に傷がなくても、噛みつ

きやひっかき、転んでしまったことを伝えるようにしています。その情報は昼

会議で情報収集し、保健日誌に記録しています。昼会議では、ヒヤリハットの

報告や改善点も話しあっています。 

・設置法人本部作成の「不審者侵入対策マニュアル」があり、防犯チェックポイ

ント、侵入者・不審者フロー図、防犯分担表、不審者対応と訓練が規定されて

います。園の出入り口は施錠されていますので保護者は園から配布された IC

カードキーで解錠しています。インターフォンで解錠する場合には、クラスと

名前を伝えてもらっています。不審者対策訓練は月 1回行い、通報訓練もして

います。 

Ⅱ－３  
人権の尊重 

 
 

・設置法人本部が作成した保育園業務マニュアルに、子どもへの話し方や接し方

の規定があり、職員は威圧的な言葉遣いや無視をしないようにお互いに注意し

ています。昼会議の中で、日ごろの子どもの呼び方について振り返り、呼び捨

てにしない、あだ名で呼ばない、などを確認しています。職員が必要以上に大

きな声を出すことなく、子どものそばへ行き、子どもの目線に立って話しかけ

ています。保育活動や食事の時間も、子どもをせかしたり強制したりせず、子

どもの年齢や発達に合わせた分かりやすい言葉で話しています。 

・年度始めの職員会議で園長が子どもの人権擁護のため職員が配慮すべきこと

を話し、園内研修では 4、5 名のチームで子どもへの適切な言葉がけなどにつ

いて話しあっています。 

・子どもが、友だちに知られたくないことを話すときや、泣いていることを友だ

ちに見られたくないときに隠れられる「テント」を用意しています。また 1歳

児には「バス」のような形をした隠れ場所があります。子どもと一対一で話し

あえる場所としては、廊下や階段踊り場、またプライバシーを守れる場所とし

て、相談室、事務室を利用できます。2歳児以上が使用するトイレにはドアが

あり、排泄に失敗したときなどは、他の子どもたちに気づかれないで着替える

ことができます。 

・職員の入社時の研修で守秘義務の意味や目的についての説明を行っており、職

員は誓約書を提出しています。また、昼会議でも、全職員に個人情報の取り扱

いについて話し、徹底を図っています。設置法人本部作成の「個人情報保護マ

ニュアル」があります。重要事項説明書には個人情報の取り扱い方法が記載さ

れており、入園前説明会で保護者に説明しています。ホームページへの写真の

掲載については、保護者に承諾書を提出してもらっています。個人情報が記載

された書類は鍵付きキャビネットに保管しています。 

・遊び、行事の役割、持ち物、色など性別による区別はしていません。子どもの

希望や意見を尊重しています。昼会議や職員会議で、「男の子の遊び」「女の子

の色、服装」など、無意識に性差による固定観念を持たないよう、職員間で確

認しています。 

Ⅱ－４  
保護者との交流・

連携 

 
 

・入園説明会および年度始めの保護者懇談会で、法人の運営理念、園の保育目標

の説明をしています。また、入園時に配布する「入園のご案内（重要事項説明

書）」に設置法人の運営理念、経営理念、園目標を明記しています。「えんだよ

り」には園目標や毎月のクラスのねらいを記載しています。 

・保護者に対して、行事後のアンケートで意見を集めています。年に 2回の保護

者懇談会では園としてのねらいのほか、年齢に応じた取り組み方を説明してい

ます。また、園全体の様子や各クラスの様子を伝えています。懇談会に出られ

なかった保護者には、議事録を渡して、質問を受け付けています。 

・個別面談は年 2回（5月と 2月）に 2週間ほどの期間を設けて計画し、日程は

保護者の都合に配慮しています。個別の相談は「相談室」で対応しています。
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また、希望があれば個別面談期間以外でも対応しています。職員が相談を受け

た場合、その都度園長に相談して助言を受けるようにしています。相談内容は、

個人面談記録に記録しておき、継続的なフォローができるようにしています。 

・職員は「伝言ノート」を活用し、子どもの送迎時に担任職員以外でも、子ども

の様子を伝えられるように努めていますが、保護者の 19%が、送迎時の情報交

換に対して不満足感を持っています。 

・0～2歳児は保育連絡ノートで、園での子どもの様子を丁寧に伝えています。保

護者からは家での様子を記入してもらい、情報交換をしています。3歳児以上

は口頭で情報交換をしています。各クラスの保育室の壁面にはホワイトボード

が掲げてあり、各クラスのその日の様子が記載されています。日々の様子は写

真付きで、ハグノートにアップし、クラスごとに定期的に園での様子を知らせ

ています。 

・保育参観は期間を設け、期間中は保護者の都合に合わせて参加できるようにし

ています。また、期間外でも保護者の要望に合わせた保育参観を受け入れてい

ます。 

・開園後 1年 4か月ということもあり、保護者の自主的な活動がなく、保護者組

織はありません。バザーの開催など保護者の自主的な活動に対して、保育室な

どを提供できることを保護者に伝えています。 

＜工夫している事項＞ 

・毎月発行する「えんだより」では、「あんぜん・あんしんトピックス」という欄 

 を設け、毎月話題を変えて、やさしく具体的に気をつけることを説明していま

す。例えば、4月では乳幼児突然死症候群（SIDS）、6月では磁石の誤飲事故、

7月では熱中症について説明しています。 

・保育参観の際に、保護者の顔が見えると、子どもが落ち着かなくなってしまう

ため、窓に目隠しをして保護者がそっと参観できるように工夫しています。 

＜コメント・提言＞ 

・利用者アンケートにおいて、送迎時の職員との情報交換への不満が 19%と高く

なっています。その日の子どもの様子を伝えるためのさらなる工夫が望まれま

す。 

・保護者の気持ちに寄り添い、保護者の考えを聞き取りながら、保護者が自主的

に活動を行えるよう支援していくことが望まれます。 

・「Ⅱ－4 保護者との交流・連携」で、保護者の自主的な活動がないため、Ｃ評

価になりましたが、他項目の、保護者との日常的な連携は積極的に行われてい

ます。 

 
評価領域Ⅲ 地域支援機能 
 

評価分類 評価の理由（コメント） 
Ⅲ－１  
地域のニーズに応

じた子育て支援サ

ービスの提供 

 

・全体的な計画で地域交流、子育て支援について方針を明らかにし、年間指導計

画で七夕交流として地域の保護者や子どもたちと交流を図る活動を計画して

います。園見学時に、見学にきた保護者から離乳食やトイレットトレーニング

についての相談を受けています。 

・関係機関や他の保育園との検討会・研究会は実現していません。 

・全体的な計画に地域交流の取り組みを掲げ、職員で話し合って指導計画に落と

し込んでいます。 

・地域への子育て支援は実施できていません。園庭開放を今年の 10 月から週 1

回行えるよう、ポスター制作などの準備をしています。地域に向けての講習・

研修会などの実施はできていません。 

＜コメント・提言＞ 

・地域の福祉ニーズの把握にあたっては関係機関や他の保育園との連携し情報

の共有化が必要です。関係機関や他の保育園との交流が望まれます。 

・開園後 1年 4か月であり、近隣との交流もまだできていないと思われますが、
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保育所の専門性を地域に還元するために、講習・研修会の開催が望まれます。 

Ⅲ－２  
保育所の専門性を

生かした相談機能 

 
 

・園の情報はホームページに公開しており、藤沢市発行の情報誌（保育ガイド）

に掲載しています。保護者から相談は園見学時に受けています。 

・自治会に入会していますが、地域への情報回覧はできていません。 

・病院、診療所、警察署、消防署、学校、市役所などの関係機関を一覧表として

まとめています。関係機関との窓口は園長・看護師となっています。関係機関

とは必要時には連絡を取っていますが、日常的な連携は出来ていません。 

＜コメント・提言＞ 

・園の存在の周知のため、自治会を利用するなど地域への情報提供が望まれま

す。 

・関係機関・団体との連携は園が地域で活動するために必須であり、日常的交流

などでの更なる連携が望まれます。 

 
評価領域Ⅳ 開かれた運営 
 

評価分類 評価の理由（コメント） 
Ⅳ－１  
保育所の地域開

放・地域コミュニ

ティへの働きかけ 

 
 

・地域の保護者や子どもたちを園の七夕祭りに招待しています。子どもたちは、

散歩時に元気よく地域の人と挨拶を交わしています。 

・藤沢市立藤沢保育園とは就学に向けて年長児の交流があり、今年度の運動会の

場所を借りました。藤沢市立南図書館で絵本の閲覧をしています。 

・藤沢市民まつりのパンフレットを園玄関に置き、保護者と子どもが参加できる

よう知らせています。 

・開園後 1年 4か月ということもあり、地域の団体、機関との定期的な交流はま

だできていません。地域への施設開放や備品の貸し出しは行っていません。 

・園の駐車場周辺や園周辺の道路上に、保護者が送迎の車を駐車して近隣の住民

に迷惑をかけないように、保護者には口頭や書面でお願いをし、園のフェンス

に注意書きのポスターを掲示しています。 

＜コメント・提言＞ 

・地域への施設開放や備品などの貸し出しについての検討が期待されます。 

Ⅳ－２  
保育所における福

祉サービスに関す

る情報提供 

 
 

・園の運営やサービス内容の詳細などは、パンフレット、「入園のご案内」、ホー

ムページに掲載しており、問い合わせには園長が説明し対応しています。 

・タウン情報誌など外部の情報提供媒体に対する情報提供はしていません。 

・利用希望者には、随時見学が可能であることを案内しています。園見学の希望

日時に関しては、園長不在日を除き、できる限り保護者の希望に沿って対応し、

人数は 5～7 人程度にしています。また、子どもたちの活動の様子を見てもら

いたいため、午前 10時か午後 3時ころの見学を勧めています。 

＜コメント・提言＞ 

・タウン誌など外部の情報提供媒体に対しての園の情報提供が期待されます。 

Ⅳ－３  
ボランティア・実

習の受け入れ 

 
 

・業務マニュアルの中に「ボランティア受け入れガイドライン」と「実習生受入

れガイドライン」があり、ボランティアには園の方針を説明し、誓約書を書い

てもらっています。実習生の受け入れ実績はありませんが、受け入れる場合に

は、受け入れの方針や基本的な考え方などを、職員、保護者に説明することと

しています。 

・ボランティア受け入れの担当者は園長となります。今年度は、夏休みのボラン

ティア体験として中学生 3名と高校生 1名を受け入れました。 

＜コメント・提言＞ 

・ボランティアを受け入れた際には、受け入れたボランティアの感想や意見を記

録し、園運営に反映させることが期待されます。 

・実習生を受け入れ、指導することは、将来の保育人材の確保に加え、職員の保

育内容や保育姿勢を見直すきっかけともなりますので、積極的に受け入れるこ

とが期待されます。 
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評価領域Ⅴ 人材育成・援助技術の向上 
 

評価分類 評価の理由（コメント） 
Ⅴ－１  
職員の人材育成 

 
 

・園長は園運営のために必要な人員構成をチェックし、人員の補充が必要な場合

は設置法人本部に申請をしています。アルバイト職員の採用は園長権限で行う

ことができます。 

・「保育士人材育成ビジョン」が制定され、個々の職員に期待される役割を果た

すため、設置法人にて人材育成計画が職員の階層別に定められています。職員

一人一人の保育技術及び習熟度に合わせた年間研修計画を立て、経験年数に応

じた研修を受講しています。 

・設置法人本部では期末に職員にアンケートを取り、職員のニーズの把握をし

て、階層別研修、自由選択研修を作成しています。研修には常勤職員・非常勤

職員とも必要な職員が必ず受講できます。 

・内部研修は、年間のリーダーを決め、少人数グループに分けて週 1回集まりを

持っています。保育の実践のテーマで合同保育での遊び方、子どもへの声かけ、

食事介助などについて話し合っています。県・市主催の研修には希望者が参加

し、ドキュメンテーション、乳幼児に合った造形遊び、給食における食物エネ

ルギーについてなどを学んでいます。 

・業務マニュアルは持ち出し禁止のため、非常勤職員には事務室に置いてある業

務マニュアルを自由に見ることができるようにしています。 

・園長は適切な職員配置を考え、非常勤職員は常勤職員のサブとしての配置をし

ています。各クラスには常勤職員が必ず 1名はいるようにしています。非常勤

職員に対する教育担当は主任とクラス担任となっています。非常勤職員には情

報共有にあたっては常勤職員と差をつけないように配慮しています。 

Ⅴ－２  
職員の技術の向上 

 
 

・保育の振り返りは、指導計画のねらい通りに行われているかの観点で行ってい

ます。ねらい通りに行えないのは何が原因か（子どもの発達に合ったねらいで

あるか、職員の関わりはどうであったか、子どもの様子はどうか）などを職員

で話し合い、園としてのレベルアップを図る努力をしています。全体的な計画

にあげた「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の「共同性」「社会生活と

の関わり」「言葉による伝え合い」につなげるための支援のあり方ついて話し

合いをしました。 

・各計画には目標とねらいが定めてあり、保育の振り返りはそれについて評価・

反省を行っています。園長は保育の実践がねらいと大きくずれている場合は、

ねらいに無理がなかったか、職員の関わり方はどうであったかなどについて担

任と話し合っています。保育の振り返りは、できる、できない、の結果だけで

はなく、子どもの意欲や家庭の状況を大切にしています。 

・指導計画の評価・反省は、職員会議でクラスの状況として話し合い情報共有を

しています。職員の自己評価の結果から、課題を抽出して、目標設定し、内部

研修の小グループ討議で話し合っています。指導計画は理念・保育方針、全体

的な計画をベースとして作成されており、評価・反省もそれに沿っています。 

Ⅴ－３  
職員のモチベーシ

ョンの維持 

 
 

・職員のあるべき姿を「保育士人材育成ビジョン」として設定し、職員会議で説

明し、職員の休憩室に掲示しています。人材育成計画や人事基準について園長

から職員に話しています。園長は、職員の意向や意見を個人面談で聞き取り、

職員の考えを把握しています。設置法人では年度末に全職員に対し意向調査を

行っています。 
・園長は、役割分担表を作成し、職種ごとの役割を明確にし、日常の保育につい

てはクラスリーダーに任せています。権限を委譲された職員は、報告の義務が

あることを伝えています。 

・職員会議や個人面談で業務改善提案を受け、その都度話し合いを行っていま

す。洗濯、掃除、会議の短縮などの業務改善方法が昼会議で話し合われました。 
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評価領域Ⅵ 経営管理 
 

評価分類 評価の理由（コメント） 
Ⅵ－１  
経営における社会

的責任 

 
 

・設置法人の就業規則に、倫理規定、服務規程を明記し、職員が不正・不適切な

行為を行わないよう入社時研修で周知しています。また、コンプライアンス委

員会を設置し、不正があった場合に直接通報できる内部通報制度の仕組みを職

員に周知しています。園長は、園長会議で情報を得た他施設での不適切事例を

園に持ち帰り、自園でも起こりうる事例として職員に周知し、注意を促してい

ます。 
・園内の事務や経理のルールや、職務分掌などは就業規則、業務マニュアルに規

定されており、職員に説明しています。職務分担表は事務所内に掲示していま

す。園は、毎月設置法人担当部署より園での現金出納などの内部監査を受けて

います。 
・ゴミ減量化・リサイクルのための取り組みとして、ごみはプラスチック、普通

ごみに分別をしています。玄関に廃材ボックスを用意して、牛乳パック、空き

箱、トイレットペーパーの芯などを保護者から集め、それを使用してパーテー

ションなどの製作活動をしています。待機電力節減のため、遅番最後の職員が

各コンセントを抜いてから退出しています。朝顔で日よけを作りハグノートに

掲載し、保護者に知らせました。 

Ⅵ－２  
施設長のリーダー

シップ・主任の役

割等 

 
 

・職員の行動規範である「クレド」を全職員に配布しています。職員は常に「ク

レド」を身に着け自分の行動の振り返りができるようにしています。園長は、

職員の声かけや勤務態度に疑問を感じたときは直接職員に注意するとともに、

職員会議で不適切事例として取り上げています。 
・保護者から駐車場開放の強い要望があり、臨時保護者会を開催し、意見交換を

行いました。保護者会の意見をまとめ、駐車場開放を決定し、結果は保護者に

書面で通知しました。 

・階層別研修に主任に対する研修計画が設定されています。 

・主任の役割は役割分担表に明記し、指導計画の作成指導、職員間の勤務調整及

び職員の業務分担の監督・調整などの役割を持ち、個々の職員の業務状況の把

握ができる仕組みができています。職員の出勤、残業などをシフトで確認し、

業務状況を把握しています。主任は、定期的に園内を巡回し、場合によっては

クラスの保育にも参加し、クラスの状況を見て、職員の経験や能力に合わせた

助言や指導を行っています。 
Ⅵ－３  
効率的な運営 

 
 

・園長は、設置法人園長会や藤沢市主催の株式会社園長会から最近の状況の情報

を得ています。藤沢市園長会で警察署から散歩ルートの見直しが提案され、園

に持ち帰り職員会議で課題として取り上げました。散歩時の安全確保について

散歩ルート上の危険の確認を全職員で行い、散歩マップ上に記載し、掲示しま

した。 
・中長期計画を作成し、5 年長期計画目標を、子ども・保護者へのサービス提供

の充実、地域に根付いた保育園経営、保育内容の充実・質の向上としています。 

・今後の組織運営やサービスについての新しい仕組みなどの検討は、設置法人本

部で検討しています。将来の幹部職員の育成は、設置法人で行っています。園

では、園長・主任が次期リーダー候補や主任候補の育成などを行っています。

設置法人本部は、運営について業界関連機関や専門家から意見収集して、保育

園運営に生かしており、自園においてもアドバイスをもらっています。 
 



　事業所名：アスクくげぬま北保育園

2019/8/8

　　　　ナルク神奈川福祉サービス第三者評価事業部

◇　調査対象
　調査時点での在園児数70名、全保護者66家族を対象とし、回答は47家族からあり、回収率は71％で
した。
 
◇　調査方法
　評価機関で準備した「家族アンケート用紙」と返信用封筒を、保育園から保護者に直接渡し、約2週間
後までに密封して匿名で 保育園で用意した回収箱に入れてもらい、密封のままの状態で評価機関が
回収しました。

◇　総合満足度
　肯定的な回答は100％（満足60％、どちらかといえば満足40％）と高い評価を得ています。

◇　満足度の高い項目（「満足」と「どちらかといえば満足」の合計が95％以上の項目）
1）『遊び』の中の「活動や遊びに子どもが満足しているか」・・・100％
2))『遊び』の中の「おもちゃや教材については」・・・・・・・・・・・96％
3))『遊び』の中の「遊びを通じた友達や保育士との関り」・・・・・・・・・・・96％
4)『遊び』の中の「遊びを通じた健康づくりへの取り組み」・・・・・・・・・・・98％
5）『生活』の中の「給食の献立内容」「昼寝や休憩の対応」・・・・100％
6)『生活』の中の「給食を楽しんでいるか」「基本的生活習慣の自立に向けての取り組み」・・・・96％
7)『快適さや安全対策』の中の「施設設備については」・・・・96％
8)『快適さや安全対策』の中の「落ち着いて過ごせる雰囲気」・・・・100％
9)『職員の対応』の中の「お子さんが大切にされているか」「保育園生活を楽しんでいるか」・・・・・98％
10）『職員の対応』の中の「話やすい雰囲気、態度であるか」・・・・・96％

◇　比較的満足度の低い項目（「不満」と「どちらかといえば不満」の合計が13％以上の項目）
1)『年間の行事計画』の中の「保育や行事に保護者の要望が生かされているか」・・・・・・・13％
2)『園と保護者との連携・交流』の中の「送り迎えの際の子どもの様子な関する説明」・・・・・・・・・・・19％

結果の特徴

利用者家族アンケート
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■園の基本理念や基本方針について

よく知ってい
る

まあ知って
いる

どちらともい
えない

あまり知ら
ない

まったく知ら
ない

無回答

％ 15 59 11 15 0 0

付問１

賛同できる
まあ賛同で
きる

どちらともい
えない

あまり賛同
できない

賛同できな
い

無回答

％ 80 20 0 0 0 0

■施設のサービス内容について

問２　入園した時の状況

満足
どちらかと
いえば満足

どちらかと
いえば不満 不満 その他 無回答

％ 47 17 2 0 34 0

％ 47 26 6 2 17 2

％ 45 43 4 0 6 2

％ 55 32 9 0 4 0

％ 48 40 4 4 4 0

％ 51 36 11 0 2 0

問３　保育園に関する年間の計画について

満足
どちらかと
いえば満足

どちらかと
いえば不満 不満 その他 無回答

％ 38 51 9 0 2 0

％ 22 52 13 0 13 0

施設の基本理念や基本方針の認知　

理念や方針への賛同

見学の受け入れについては
その他：新規園で、開園していなかったので、見学していない

入園前の見学や説明など、園からの
情報提供については

その他：見学していない

園の目標や方針についての説明には
その他：

入園時の面接などで、お子さんの様
子や生育歴などを聞く対応について
は その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保育園での１日の過ごし方について
の説明には

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

費用やきまりに関する説明について
は
（入園後に食い違いがなかったかを
含めて）

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

年間の保育や行事についての説明に
は その他：

年間の保育や行事に、保護者の要望
が活かされているかについては

その他：入ったばかりで分からない。今のところ聞かれていない。

調査結果

問１で「よく知っている」、「まあ知っている」と回答した方のうち
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問４　日常の保育内容について

遊びについて 満足
どちらかと
いえば満足

どちらかと
いえば不満 不満 その他 無回答

％ 64 36 0 0 0 0

％ 62 30 4 2 2 0

％ 53 43 4 0 0 0

％ 36 45 6 4 9 0

％ 64 32 4 0 0 0

％ 60 38 2 0 0 0

生活について 満足
どちらかと
いえば満足

どちらかと
いえば不満 不満 その他 無回答

％ 81 19 0 0 0 0

％ 73 23 0 0 4 0

％ 68 28 0 0 4 0

％ 62 38 0 0 0 0

％ 45 28 4 0 21 2

％ 56 38 4 0 2 0

％ 55 34 9 2 0 0

クラスの活動や遊びについては
（お子さんが満足しているかなど）

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

子どもが戸外遊びを十分しているか
については

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

園のおもちゃや教材については
（お子さんが自由に使えるように置
いてあるか、年齢にふさわしいかな
ど）

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自然に触れたり地域に関わるなど
の、園外活動については その他：まだない。分からない　　　　　　　　　　　　　　　　　

遊びを通じて友だちや保育者との関
わりが十分もてているかについては

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

遊びを通じたお子さんの健康づくり
への取り組みについては

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

給食の献立内容については
その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

お子さんが給食を楽しんでいるかに
ついては

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

基本的生活習慣（衣服の着脱、手洗
いなど）の自立に向けての取り組み
については その他：分からない

昼寝や休憩がお子さんの状況に応じ
て対応されているかなどについては

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

おむつはずしは、家庭と協力し、お
子さんの成長に合わせて柔軟に進め
ているかについては その他：まだ、始めていない。おむつが外れてから入園した。

お子さんの体調への気配りについて
は

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保育中にあったケガに関する保護者
への説明やその後の対応には

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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問５　保育園の快適さや安全対策について

満足
どちらかと
いえば満足

どちらかと
いえば不満 不満 その他 無回答

％ 77 19 0 2 2 0

％ 64 36 0 0 0 0

％ 58 32 6 2 2 0

％ 60 34 6 0 0 0

問６　園と保護者との連携・交流について

満足
どちらかと
いえば満足

どちらかと
いえば不満 不満 その他 無回答

％ 56 38 6 0 0 0

％ 45 49 2 2 2 0

％ 58 34 6 0 2 0

％ 45 34 15 4 2 0

％ 58 34 6 0 2 0

％ 62 32 4 0 2 0

％ 59 26 2 0 11 2

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

施設設備については
その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

お子さんが落ち着いて過ごせる雰囲
気については

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

外部からの不審者侵入を防ぐ対策に
ついては

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

感染症の発生状況や注意事項などの
情報提供については

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保護者懇談会や個別面談などによる
話し合いの機会については

お子さんに関する重要な情報の連絡
体制については

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保護者からの相談事への対応には
その他：先生によって違う。　　　　　　　　　　　　　　　　　

開所時間内であれば柔軟に対応して
くれるなど、残業などで迎えが遅く
なる場合の対応には

その他：やったことが無いので分からない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

園だよりや掲示などによる、園の様
子や行事に関する情報提供について
は その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

園の行事の開催日や時間帯への配慮
については

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

送り迎えの際のお子さんの様子に関
する情報交換については

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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問７　職員の対応について

満足
どちらかと
いえば満足

どちらかと
いえば不満 不満 その他 無回答

％ 62 36 2 0 0 0

％ 66 32 2 0 0 0

％ 49 30 0 0 15 6

％ 66 30 4 0 0 0

％ 60 34 4 0 2 0

問８　保育園の総合的評価

満足
どちらかと
いえば満足

どちらかと
いえば不満 不満 無回答

総合満足度は ％ 60 40 0 0 0

アレルギーのあるお子さんや障害の
あるお子さんへの配慮については

その他：分からない

あなたのお子さんが大切にされてい
るかについては

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

あなたのお子さんが保育園生活を楽
しんでいるかについては

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

話しやすい雰囲気、態度であるかど
うかについては

その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

意見や要望への対応については
その他：

5
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観察方式による利用者本人調査 
令和元年 9 月 4 日 

令和元年 9 月 10 日 
 

事業所名：アスクくげぬま北保育園 

 
 
【0歳児～１歳児の合同演習】 

  1 階で 0 歳児と 1 歳児での合同保育が行われており、調査員が入室すると、

0歳児と思われる子どもが「こわい」と言って泣き出しましたが、保育士がや

さしく抱っこしてあげたので、間もなく泣き止みました。 

 運動会の練習で「犬のお巡りさん」の曲に合わせて、1歳児が列を作って、ダ

ンボールで仕切りをした遊び場の入場口から入場していきました。遊び場で

は玉入れ競技が行われていました。 
   
【２歳児】 
＜活動や遊び＞ 
  子どもたちはそれぞれのテーブルで保育士に見守られながら「機関車トー

マス」や「鉄道」の絵のジグソーパズルをやっています。何度もやって慣れて

いるようで、比較的スムーズに当てはめていました。2～3 人の子どもたちが

調査員に「どこから来たの？」などと、声をかけてくれます。他の子どもたち

はジグソーパズルで楽しそうに遊んでいました。 
 ひとりの子どもが本棚から絵本を取り出して持って来ると、それを見て他の 2
～3 人も同じように絵本を持ってきました。ひとりの女の子が「そこは私の席」

と言うと、保育士が「○○ちゃん、いいのよ。どこに座っても」と声をかけ、

別のところに座らせてあげていました。 
＜排泄＞ 
  食事のあと、子どもたちはトイレのところに行き、保育士に手伝ってもらい

ながらパンツを脱ぎ、順番にトイレに入っていきます。間に合わなくてパンツ

におもらしをした子もいましたが、保育士は、さり気なく「このパンツは濡れ

たから代わりのはいてね」と声をかけています。スリッパをしまわずに行こう

とする子どもに、保育士が「スリッパ、きちんと並べようね」と声をかけてい

ます。 
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＜食事＞ 
  食卓についた子どもは 10 人で、10 人目の子どもは後から、そっと入室し

てきました。保育士は 3 人で、後から入ってきた子どもには 1 名の保育士が

就いています。食事準備中に椅子から後ろに転げ落ちた子どもがちょっとの

間泣いていましたが、保育士が「ねぇ、こうやって後ろにのけぞると転ぶんだ

よ～」とその子ども声をかけると、しょんぼりしていた子どもも食事が始まる

頃には元気になっていました。 
メニューは豆腐の吸い物、唐揚げ、野菜の煮物風、バナナです。一人一人の

お膳には名前が貼ってあり、調査員の前に座っていた子どもが突然「いらっし

ゃいませ」と調査員に向かってお辞儀すると、何人かが同じように「いらっし

ゃいませ」と声をかけてくれました。保育士も予想して居なかったようで、少

しびっくりした様子でした。 
食事の前に全員で、みんなで「給食の歌」を歌い、声を合わせて「いただき

ます」と唱和して食事が始まりました。子どもたちは色々おしゃべりをしなが

らも、ほぼ全員が完食し、主に唐揚げを「おかわり」しています。「バナナは

いつ食べるの～？」と聞いている子どももいましたが、保育士が「いいよ。い

つ食べても～」と声をかけると、ほとんどの子が早めに食べていました。 
  野菜には「しそ」が入っていましたが、ほとんどの子が完食していました。

さっき「いらっしゃいませ」と挨拶をしてくれた子どもが、野菜を残してしま

い、保育士に「これ」と言って赤い野菜を指さしました。保育士に「えらいね

～食べてみる」と言われやっと口に入れました。やはり無理だったらしく、口

から出してしまいましたが、保育士は無理強いをしていませんでした。食事が

終わると、全員で「ごちそうさまでした」と挨拶をし、子どもたちは適宜トイ

レに向かいます。中には、もう眠そうに目をこすっている子もいました。 
＜午睡＞ 
  トイレの介助に 1 名の保育士が関わっている間に、残りの 2 名の保育士が

テーブルを拭き、椅子を片づけ、床を掃除し、すこし離れた場所に布団を敷き

始めました。 
  トイレを済ませた子はそれぞれの布団に行き、絵本を持って横になり出し

ます。ほぼ全員が横になり、保育士が絵本を読みだすと、何人かの子どもは早

くも眠り始めます。部屋の壁にピンクのアラーム時計があり、アラームに合わ

せて呼吸確認をし、うつ伏せの子どもがいれば、あおむけにしたりするように

しています。 
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【2 歳児～5 歳児の合同演習】 
  藤沢市立藤沢保育園の園庭を借りて行う予定の運動会の練習を合同で行っ

ています。子どもたちを縦割りの 3 チームにしてのプログラムです。最初に

平均台の上を渡り、木馬で地面に描いた輪の上を通って、大縄跳びを 1 回跳

び、鉄棒で 1 回転してゴールに入る、タフな障害コースです。見物の子どもた

ちから「がんばーれ！がんばーれ！」の大声援が起きています。ゴールした子

どもには、保育士が「○○くん、がんばったね。とても上手だったよ」と声を

かけています。それを聞いた子は「やったー」とガッツポーズをしていました。 
 

【3 歳児】 
＜活動や遊び＞ 
   運動会での 3 歳児クラスの出し物の練習をしています。一本のロープを全

員で持ち、輪になってドラえもんの歌に合わせて遊戯をします。保育士が歌に

合わせて「座ってみよう」「立ってみよう」「バンザイ」「片方の手で持って回

る」「タケコプター！」と声をかけて子どもたちを指導しています。動作の合

間には「そうそう上手」「素晴らしい、きれいだよ」などと励ましの声をかけ

ています。 
【3 歳児・5 歳児の合同】 
＜食事＞ 
 子どもたちはそれぞれのテーブルにキチンと座って食事をし、お代わりも自

分が食べられる量を加減しています。全員の食事が終わり、片づけ始めると数人

が自分の袋から歯ブラシを取りだし歯磨きを始めました。１人の子どもが保育

士に「仕上げ磨きして」と声をかけていました。ほぼすべての子の食事が終わり

食卓も片づけられた中で、一人だけまだ食事中の子がいましたが、保育士が無理

しないでと、ゆっくり食事の相手をしてあげています。食卓が片づけられ布団が

敷かれ、子どもたちは思い思いに本を取りだして読んでいいました。 
 
【4 歳児】 
＜活動や遊び＞ 

運動会での 4 歳児の出し物の練習を園庭で行っています。ポンポンを持って 
  音楽に合わせて、ポンポンを振り、丸くなって円を作っています。円がきれい

にできるか、子どもの動きを保育士が確かめています。 
  練習を早めに切り上げて、お茶を飲み、自由遊びの時間を取りました。砂場で

遊ぶ子、滑り台をする子、園庭の端でダンゴムシを探している子など様々です。

子どもたちは、ダンゴムシには興味があるようで、あちこちで３～4 人のグル

ープでダンゴムシを探しています。大きなダンゴムシを捕まえた子が「見て、
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見て！こんな大きなのが捕れたよ」と自慢げに見せに来ました。 
 
【5 歳児】 
＜活動や遊び＞ 
  クラス内で運動会の出し物の練習をしています。飾りをつけた団扇を両手

に持って音楽に合わせてのダンスです。途中で保育士が「この歌の“一寸たり

とも見逃すな”はどうやって表そうか？」と子どもに問いかけると、「✕が良

いよ」という子どもたちの声に、保育士が「それでいい？」「じゃあ、これで

いいね」と声をかけ、それでいこうということになりました。ダンスの途中で

は、子どもたちの間が狭くなってしまったので、保育士が「お友達とぶつから

ないように、間を空けて」と声をかけ、スムーズにいくようにしていました。 
＜食事＞ 

5 歳児室で 3 歳児と 5 歳児が一緒に食事をとります。食事当番が、ご飯、お

かず、みそ汁、デザートのバナナを各自に配膳し、当番の発声で「ご飯の歌」

の後で「いただきます」をして食事を始めます。今日のおかずは子どもたちの

大好きな唐揚げです。テレビのヒーローの話、休日に父親と近くの公園でサッ

カーをした話、祖父母の家に遊びに行った話など話題は尽きません。同席して

いた保育士が「お話は楽しいけど、ご飯もちゃんと食べてね」と箸の進まない

子に話しかけています。食事の前の園庭での自由遊びの時間に、ダンゴムシを

探した話でまた盛り上がっていました。 
 

 



事業者コメント 

 

【受審の動機】  

当園は、平成 30 年 4 月１日開園しました。 

２年目を迎え、改めて自園の強み、課題を明確化したいと思っていました。 

 

公正で信頼性のある第三者機関により、専門的かつ客観的な視点で評価していただくこ

とで 

「利用者に本当に求められるサービスを提供する」 

という運営方針が実行できているか確認するとともに、保護者のニーズを再認識して

日々の運営に反映させていきたいと思い第三者評価を受審致しました。 

 

 

【受審した結果】  

自己評価での個々や自園の見直しは問題をクリアにしていく上で大変重要であり、新た

な気付きが得られる良い機会となりました。  

 

また、評価結果を共有することで全職員が園の方針や理念、今後目指していく方向性な

どを再認識することが出来ました。その結果として職員の意識が高まり、保育の質向上

につなげていくことが出来たと感じています。 

今回受審したことで明確化されたニーズや問題点については解決に向けて努力してま

いります。 

 

今後も運営理念を守り、保護者の方と共に子育てをしているという意識を持ち、 

安心してお子様を預けていただけるよう努めていきます。  

 

最後に、受審にあたりご尽力いただいた評価機関の皆様、ご多忙にも関わらず 

利用者調査にご協力いただいた在園児の保護者の皆様に心より感謝申し上げ ます。 

 

アスクくげぬま北保育園 

園長 高橋 妙子 
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